
 

第三回実用英語検定 
第三回の英検は 

一般会場での受験となります。 

一般会場：１月２３日（日） 

２、３月に CBTで受験を予定されてい

る方は講師にお知らせください。 

Happy New Year 2022! 

英語学習も SDGsを目標に 
昨年辺りから日常語となりつつある SDGsですが、これは「Sustainable 

Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。 

SDGsには持続可能な開発のための１７の目標があります。１：貧困をなくそう、２：飢

餓をゼロに、３：すべての人に健康と福祉を、４；質の高い教育をみんなに、５：ジェン

ダー平等を実現しよう、６：安全なトイレを世界に、７：エネルギーをみんなにそしてグリ

ーンに、８：働きがいも経済成長も、９：産業と技術革新の基礎をつくろう、１０：人や国

の不平等をなくそう、１１：住み続けられる街づくりを、１２：作る責任使う責任、１３：気

候変動に具体的対策を、１４：海の豊かさを守ろう、１５：森の豊かさも守ろう、１６：平和

と公正をすべてに人に、１７：パートナーシップで目標を達成しようとあります。 

多くの方が SDGsは環境、開発、科学技術、経済・インフラというハードな面を目標

にしているように感じられます。確かに、目標の６．７．８、９、１１、１２、１３、１４、１５と半

分以上は前述した分野の目標となっていますが、残りの半分近くは教育やコミュニケ

ーションの改善による人と人との繋がりに関係する目標となっています。 

インターネットやグローバル化と呼ばれたこの２０年の間に、一見人の繋がり、国の

繋がりが強くなったと感じてきました。また多くの新興国も含め進学率が高くなり教育

の質も高くなってきているようにも見えました。しかしながら、実際にはその弊害も多く

出てきました。ネット社会には差別や偏見など見られ、教育においても高度な教育を

受けられる人は一握りで、そうした人たちは結果的に更に経済において富みを得、格

差も広がった２０年でした。 

ゆえに表面的なグローバル化や一部の人への特別な教育は、SDGsの観点からし

てもこの将来単純に推し進めてはいけないこととなります。これからの時代は世界の

人と繋がる前に、異文化・多様性を今まで以上に理解する必要があります。また外国

語レベルの格差もなくなるように、より多くの人がレベルを引き上げることができるプロ

グラムを有償・無償に拘らずに増やしていく必要があるでしょう。 

これらの必要性は特に SDGsの最後の目標である１７番目の目標「パートナーシップ

で目標を達成しよう」を達成する際に必須です。日本国民全てが高いレベルの英語

力を持たないと実現できないはずです。 

SDGsを単なる経済、環境、開発だけの目標と捉えるのではなく、世界が平和に正し

く繋がれる目標であることも理解していかなければならないと思います。 

 

児童対象内部テスト 
昨年同様 2 月の下旬の授業時間に小学生クラスを対象とした英語テス

トを行います。英検への意識が高くなってきているため今までの児童

英検から 5 級。4 級などを使って進度テストを行います。 

 

今月の児童クラスシラバス 

 

語彙：１２支（動物）や

他の動物、今年度の語彙

の復習 

読解：年齢、数、長さ、距

離の尋ね方、答え方 

簡単な話文英訳 

FLEC MBB(Monthly Bulletin Board)は毎月のイベント、授業内容、お

知らせをご案内しております。ホームページは PCやスマホからアクセ

スでます。サイトの“FLEC Blog”でも様々なお知らせや塾長の投稿を

行っています。是非ご覧ください。 
 

www.flec.co.jp 

℡：04-2994-1504 

e-mail: flecco@msn.com / flec@flec.co.jp 

キャンペーン 
入会金無料！ 

４月末まで 
＊大学生応援キャンペーン 

TOEIC＆スピーキング PV割引 

＊オンラインレッスン設備費無料 

 

今月の休校日 
1 月の休校はございません。 

カレンダー通りにご出席ください。 

 

オミクロン株も懸念されます。オンライン受講

変更や切り替え希望の方はご相談ください。 

Copy & Generation 

言語においては真似るという行為はとても大事

です。ただかつてはこの真似ること自体が言語

学習の中心とされ、いわゆる repeat after me

のように先生や教材の真似だけをする指導方法

が主流でした。時代は 2000 年代になるとアウト

プットが重要視され、アクティブラーニングと

して、学習において学習者ができるだけ話すこ

とが重視され会話中心の学習が主流となりまし

た。この傾向は今も続いています。ただ学習方

法は一つの方法で習得できるものではありませ

ん。特に英語という異文化の言語において発想

がことなる言語では、真似る際も、また話す際

も異文化の発想の違いを理解した上で行わない

と本来の使い方や意味合いが分からないため、

ある表現を完全コピーして使っても、また単語

と文法でそれに近い表現を作って話したしても

どちらも相手には正しく伝わりません。最近気

になるのは英検のスピーキングの試験で受験者

が同じような表現をよく使うことです。おそら

く何かで覚えてくるのでしょう。確かに使える

表現や構文はあります。しかし、内容や使用語

句は各自で選ぶ、そして作る英語も入れなけれ

ば本当の英語での表現力にはならないでしょ

う。 

 

The year of tiger （寅年）の英語 

have a tiger by the tail 苦境に立

たされている 

ride the tiger 危険な生き方をする 

paper tiger 見せかけの脅威 

tiger in the tank ものすごい決意 

tiger team 最強のチーム 


